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【背景と目的】ラン科植物の種子は微細で、特定の菌との共生により発芽に必要な栄

養を得ている。絶滅が危惧されるランであるレブ 
ンアツモリソウを保護するために、共生菌を用い 
て共生発芽させた幼植物体を用いた自生地復元プ 
ロジェクトが進められている。共生菌の分布を調 
べた結果、共生菌の分布と木本植物であるハイネ 
ズの分布は常に重なっており、レブンアツモリソ 
ウ共生菌はハイネズの外生菌根菌である可能性が 
生じた。そこで、本研究ではこの仮説の実証を試 
みた。 
【結果および考察】先ずハイネズの根からレブン 
アツモリソウ共生菌の直接分離を試みた。しかし 
土壌中の多種の生長の早い腐生菌に阻まれ、単離 
は成功しなかった。そこでハイネズの根から抽出 
した DNA の ITS 領域に共生菌と同じ塩基配列が 
存在するかどうかを調べた。その結果得られた１           図１． 
クローンの塩基配列がレブンアツモリソウ共生菌 
である WO-97 の配列と完全に一致することが判 
明した。次に無菌的に生育させたハイネズに 
WO-97 を接種したところ、外生菌根に特有な構造 
｛菌鞘(mantle)、皮層内部へ侵入した菌糸による 
hartig net｝の形成が見られた（図 1）。このハイ 
ネズに 14CO2を与えて光合成を行わせたところ同 
化された 14C 化合物の一部が菌糸へ移動すること 
が判明した（図 2）。 
以上の結果はレブンアツモリソウの共生菌であ 

る WO-97 はハイネズの外生菌根菌であることを 
示している。ハイネズから外生菌根菌に供給され 
た光合成産物をレブンアツモリソウが搾取して 
発芽に用いているものと思われる。 
レブンアツモリソウの保護と自生地復元にはハ 
イネズの保護が必須であろう。    図２． 


